
飲酒問題について 
 適切な飲酒量は個人差が大きいですが、日本酒換算で 1日 1合（ビール 500ml）までが安全な

量と思われます（女性や高齢者ではより少量）。 

 1日 3合の飲酒は常習飲酒家と呼ばれなんと人生の半分は酔っ払っている(体内にアルコール

が残っている)状態と言われています。 

 1 か月に 1 回でも 5 合以上の飲酒をする人は、周囲の人に迷惑をかける可能性が高い問題飲

酒者の可能性があります。 

 

このような症状はありませんか？ アルコールの害はすでに現れています。 

 不眠がある。なんとなく不安がある。イライラする。気分が落ち込む。体がしんどい。 

 胸やけがする。食欲がない。便がゆるい。体重減少あるいはやせている。 

 動悸がする。 

 足の先がしびれる感じがする。 

 

アルコールは肝臓が悪くなるだけじゃない。確実に貴方の体を蝕みます。 

 血圧が高くなったり、不整脈が出たり、心不全となり息苦しくなり動けなくなる。 

 痛風発作（特にビール愛好者） 

 膵炎を繰り返し、腹痛・背部痛・下痢に悩んだり、糖尿病となり、インスリン注射を必要となる。 

 容易に転倒しやすい上に、骨粗鬆症が進み簡単に骨折する。 

 頭の中にも出血をしやすく（慢性硬膜外血腫）、意識不明や痙攀などを来す。 

 脳細胞が徐々にやられ、ふらついて歩行が出来なくなったり、認知症となる。 

 食道癌・喉頭癌・大腸癌などの癌の発生率が高くなる。 

 そのほかにも貧血、喘息、じんま疹・・と、関連する病気は沢山あります。 

 中年で急死する原因の中で 3番目に多いのが“大酒家突然死症候群”であり、アルコール依存

者の平均寿命は 48歳です。 

 

「アルコール依存者」って？ 

 アルコール依存者は全国で 80万人もいると推測されている非常に多い病気です。 

 「アルコール依存者」は、節酒だけでは再発するため、完全なる断酒が必要となります。 

 アルコールに依存であるかどうかは自分では分かりにくいかも知れませんが、「アルコール依存

者」は、アルコールに「依存」しているわけですから、飲酒をやめることが出来ません。 

 お酒を減らさないと思っているが飲酒量が減っていない人や、朝から飲酒を行う人はアルコー

ル依存症の可能性が高いと言えます。 

 

「アルコール依存」であれば・・ 

 アルコール依存症の治療は専門医の助けが必要です。無理に断酒を行うと離脱症状が出現す

ることがあります。 

 また、貴方が一人でいくら頑張っても、長期的な断酒に成功することは少なく、貴方のお酒をや

めようという大切な気持ちと、それを支える医師、そして周囲の人々が揃って初めて断酒に成功しま

す。 

 当院には残念ながらアルコール専門外来はありませんが、下記の病院・医院が貴方の助けに

なってくれます。まずは相談してみてください。 



京都市のアルコール専門病院 

◎岩倉病院 075-771-2171 

〒６０４ 京都市左京区岩倉上蔵町１０１ 

市バス，京都バス岩倉実相院，叡山電鉄岩倉駅下車 

◎広兼神経内科医院 075-771-2171 

〒６１２ 京都市伏見区大阪町６０２ 

京阪電車：伏見桃山駅，近鉄：桃山御陵前駅下車 

◎竹村診療所 075-622-3006 

〒６０７ 京都市山科区日ノ岡坂脇町 7-1 

京阪電車大津線：日ノ岡下車 

◎安東医院 075-344-6016 

〒６００ 京都市下京区間之町通西数珠屋町上る西玉水町２７９ 

JR 京都駅から徒歩５分，下京社会福祉事務所の向い 

◎つばき医院 075-411-1011 

〒６０３ 京都市上京区上御霊仲町４５５ 

地下鉄烏丸線：鞍馬口駅下車 

 

京都府精神保健福祉総合センター 

京都府精神保健福祉総合センターでは、精神保健福祉相談員、臨床心理技術者などが相談をお受けする

こころの相談電話を開設しております。 

 相談電話 <月曜～金曜（祝日は除きます）、9時～12時、13時～16時> 

京都市内を除く 

京都府域にお住まいの方 
京都府精神保健福祉総合センター 電話 075-645-5155 

京都市内にお住まいの方 京都市こころの健康増進センター 電話 075-314-0874 

保健所 

お近くの保健所では、こころの健康に関する相談を、精神科医、精神保健福祉相談員、保健師などが応じ

ています。相談は予約制になっておりますので、まずはお電話でお問い合せください。

http://www.toumonkai.net/our/hanseiki.html


 

社団法人全日本断酒連盟 
京都府断酒平安会中京支部 

 

断酒会とは、昭和３３年に誕生した酒害者による、酒害者のための自助組織です。 

誕生５年後の昭和３８年には、全日本断酒連盟という全国ネットワークが完成し， 

現在，５万名を超す会員が酒のない新しい人生を明るく生きています。 

自助組織とは，同じ悩みを持つ人たちが互いに理解し合い，支え合うことによって問題を解決す

る組織です。では，今までとても無理だと思っていた断酒が，どうして断酒会に入会することで

可能になるのでしようか。 

断酒会では，特別に難しいことをやっているわけではありません。断酒例会に出席して，酒害体

験と自分自身を率直に語り，聞くだけです。 

そのことで自分と酒の関係がはっきり見え，共通の悩みを持った者同士の信頼関係が生まれます。

そして．断酒に踏み切り，断酒を継続する努力を始めるのです。 

  

例会会場案内               

京都府断酒平安会（会長 西村幹男） 

本部事務局（山本 優 方） 

ＴＥＬ ０７５－２２１ー５０５７ 

 

［本部例会］  

（日時） 第１，第３水曜日１９：００～２１：００  

（会場）興正会館(京都市下京区七条通堀川西入る)  

 

［家族会］ 

（日時） 第３水曜日１９：００～２１：００  

（会場）興正会館 

 

［新入会員スクール］  

（日時） 第４水曜日１９：００～２１：００  

（会場）興正会館 

 

［昼例会］ 

（日時） 毎週水曜日１４：００～１６：００  

（会場）京都市こころの健康増進センター (京都市中京区壬生東高田町１－１５)  

 


